
120

お　わ　り　に

　Conclusion

　本調査報告書は愛媛県喜多郡内子町及びその周辺地域において，1991年9月から11月に行われ

た3回の植物社会学的植生調査及び1992年！1月の補完調査に基づいて作成された。今國の調査で

は，四国地方の北西部に位置する内子町という地域の自然特性，特に植生生態的な地域特性を明

らかにするために群落複合の概念による景観分析の方法に基づいた詳細な植生生態学的研究を行

った。この結果，内子町は潜在自然植生域としては常緑広葉樹林（ニヤプツバキクラス）域の内

陸山地帯に位置すると共に，コガクウツギーモミ群集，ウラジロガシ群落，シラカシ群集，カナ

メモチーコジイ群集，ホソバカナワラビースダジイ群集，ルリミノキーイチイガシ群集，イノデ

ータブノキ群集，アブラチャンーホソバタブ群集，イロハモミジーケヤキ群集，ムクノキーエノ

キ群集などの主要な森林植生が本地域の植生生態系を構成するホソバタブーモミ群落団域に属し

ていることが明らかにされた。さらに把握された植生単位に基づいて内子町に現存する自然及び

代償植生の分布領域を明らかにした現存植生図や地域の潜在的な立地特性を自然植生で表した潜

在自然植生図が作成された。

　これらの内子町の緑の現状及び潜在的な立地特性に関する植生生態学的分析・評価等の研究成

果は，将来における町の自然特性を生かしたまちづくりやまち起こしそして永続的な発展を目指

した地域開発を行うための基礎資料となることが期待される。
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